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東京⼤学VDEC 設⽴20周年記念会



内容
• VDECとわたし(尾上)
• (株)シンセシスが何故できたか？
• VDEC関係者が係る⼤規模プロジェクト
• (変種)リコンフ・チップの設計
• 国プロなどへの研究展開
• 「システム設計⼒」は⽇本の国⼒向上に直結



VDECと私(尾上)
VDEC発⾜前
• 1990年4⽉CAD(アルゴリズム)の研究室に配属。研究

テーマは「ハードウェア設計」
• 4年の夏に富⼠ゼロックス社本厚⽊リサーチセンター

(Xerox HARC)で実習
• 卒論タイトルは「シリコンコンパイレーションによる

FIRフィルタの設計」
• その後、産業界との共同研究でVLSI設計(アルゴリズ

ム・アーキテクチャ)に取り組む。



VDECと私(尾上)
テストラン等に参加
• 1995年度 動き補償回路
• 1996年度 係数プログラム

可能ディジタルフィルタ

VDEC発⾜後
• 研究室学⽣がVDECツール

を利⽤した研究を開始
• 2004-2005年度 流動教員

派遣
• 2003年〜2016年 博⼠31

名、修⼠66名が卒業

卒業生の内訳
15-20%: 半導体専業
20-30%: 電機メーカ
10-20%: システム系



(株)シンセシスが何故できたか

• 1993-1996年に多くの学⽣が動画像処理⽤VLSIアーキ
テクチャの研究に従事

• 指導教授：「学⽣でも設計できる！実⽤設計に登⽤でき
ないか？」

• 企業と交渉し、博⼠課程学⽣を(直接)雇⽤して貰い、関
連分野の設計プロジェクトに派遣（当然⼀から設計。
MPEG-2チップが動いた!)

• 指導教授：「⾦銭的問題で博⼠課程に進学できない学⽣
を雇⽤する⼤学発ベンチャーを作れる！」

• 1998年 阪⼤、京⼤の5つの研究室(全てVDECユーザ)が
係わって何とか会社がスタートする。

今でも「VDEC発ベンチャー」として年報に記載されている



昔のシンセシス紹介スライド

• (コア技術が無いまま)産業界からのプロジェクトサポートと国プロなどを取得
• 「⼤学での研究」と「会社での業務」は独⽴しつつも知⾒は活⽤
• 紆余曲折がありつつ19年間何とか続いている



VDEC関係者が係る⼤規模プロジェクト
科学研究費 特定領域研究「知的瞬時処理複合化集積システム」
代表者:大見忠弘（東北大学未来科学技術共同研究センター)
2000-2002年度



(変種)リコンフ・チップの設計



(変種)リコンフ・チップの設計



国プロなどへの研究展開
JST-CREST「ロバストファブリックを⽤いたディペンダブルVLSIプ
ラットフォーム」
代表者 ⼩野寺秀俊（京都⼤学⼤学院情報学研究科)

新たなJST-CRESTへの展開



「システム設計力」は日本の国力向上に直結

名目GDP600兆円に向けた成長戦略（「日本再興戦略2016」の概要)より


